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練馬区の将来像を考える区民懇談会 
健康福祉分野分科会  
第３回 議事概要 

 
日時：平成 19 年 10 月 24 日（水）18:30～20:30 

                   場所：練馬区役所東庁舎６階 ６０３会議室 
 
出席者 

秋元和子、伊部美佐子、岩月裕美子、岩村美妙、大垣喜久江、片岡豊子、金子禎子、河

本道雄、木村昭彦、黒田雛子、齋藤洋、酒井政子、戸田了達、中島加代子、林真未、三

浦亜紀、宮下智行、本橋隆、本橋恵、森下叔彦 

 
１． 討議 

（１）本日のプログラムについて 

－コーディネーターの坂本氏から、本日のプログラムについて説明した。 

【質 疑】 

○委員 

・「高齢者が安心して暮らせる」というグループ名では、障害者が含まれなくなる。 

○坂本コーディネーター 

・ご指摘の通りである。現在のグループ名は、前回の討議の中で、グループ分けのために

事務局側が設定したものである。 

 

（２）グループ討議 

－前回のグループに分かれ、前回検討した模造紙をもとに、将来像を実現するために検討

すべき視点と課題の抽出、整理を行った。 

－詳細は別紙（「第３回健康福祉分野分科会 グループ討議結果」）参照 

【各グループ参加者（50 音順）／グループ名は発表模造紙の表題】 

＊「地域の総合相談窓口」グループ 

：伊部美佐子、岩月裕美子、岩村美妙、大垣喜久江、金子禎子、河本道雄、中島加代子 

＊「子育てする人が引っ越してきたい街・引っ越したくない街」グループ 

：秋元和子、片岡豊子、黒田雛子、戸田了達、林真未、三浦亜紀、宮下智行 

＊「地域の人と関わり支え合いながら高齢者、障害者の方が明るく暮らすこと」グループ 

 ：木村昭彦、齋藤洋、酒井政子、本橋隆、本橋恵、森下叔彦 
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（３）発表 

－各グループの討議結果を発表した。 

＊「地域の総合相談窓口」グループ 

・悩みや困り事の整理など相談の入り口としての役割を果たす、身近な「地域の総合相談

窓口」の設置に向けて、「人材」「場所」「時間」といった「体制」、「体制」を支える「運

営資金」、全体に関わる「行政」について検討した。 

・「人材」は、相談内容の交通整理や情報整理を一緒にできる人や、地域の中で解決できる

専門性を持つ人や協力してくれる人を想定している。「時間」は受付時間以外も柔軟な対

応ができるようにし、「場所」は気軽に立ち寄れる身近な場所とする。 

・また、相談内容以外にも総合相談窓口には様々な人が関わり、「情報」が蓄積されること

になる。こうした情報を ITの活用や、地域の中での人のネットワークを通じて活用でき

ることが大切である。まずは、あらゆる相談の入口となり、個々の既存相談窓口につな

がる総合相談窓口のホームページを作成してはどうか。 

【質 疑】 

○委員 

・運営資金として「民間企業の協賛をつのる」という提案は斬新で非常によい。区内企業

の子育てや福祉に対する支援への考え方や意識が変わってくると思う。 

○委員 

・総合相談窓口のホームページやチラシには、協賛企業名を掲載する一方、各協賛企業の

ホームページには、総合相談窓口に協賛していることを掲載してもらえれば、相互に効

果が生まれる。 

 

＊「子育てする人が引っ越してきたい街・引っ越したくない街」グループ 

・子どもからお年寄りまでの中でも、子育てをする人に検討の対象を絞りこみ、子育てす

る人が一度居ついたら居続けたくなる街に必要なことについて検討を行った。 

・練馬区の子育てしやすい良い面も多く出てきた。これらの良い面を伸ばしていくことが

大切であり、携帯メールを活用した子育て情報の発信や、学校区のあり方などの提案が

あった。 

・練馬区は公立保育園の割合が高い。公私立の比率が半々ぐらいになれば、保育時間など

多様な保育サービスの提供が可能となり、それぞれのニーズにあった選択が可能となり、

柔軟性が出る。 

・学童保育や在宅児支援などあまり知られていないものもある。困っている点はアイデア

を出すとともに、今ある良い面を再評価し、最大限利用できるようにすることが大切で

ある。今ある人・物などよい面の情報を地図に書き込んでいくアセットマッピングの手

法が有効と考えている。 
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【質 疑】 

○委員 

・「夜に子どもが家の外にいる状況！？」とはどのような意味か。 

○委員 

・そもそも中学生が、夜９時過ぎに外を徘徊しているという状況がおかしいという趣旨で

ある。 

 

＊「地域の人と関わり支え合いながら高齢者、障害者の方が明るく暮らすこと」グループ 

・ノーマライゼーションの枠組みは大きいので、「地域の人と関わり支え合いながら高齢者、

障害者の方が明るく暮らすこと」を中心に、医療、介護、障害者支援それぞれの専門家

の視点から目標を出しあい、その後に知識や要望を出しあいながら検討を進めた。 

・「サービス」面では、緊急通報のシステムを充実し、医療や施設につながるサービス、認

知症予防策の充実、啓発などを提案している。「施設」といっても、既存施設を利用した

活動を提案している。これらをまとめて、「健康・医療の充実」としてまとめた。 

・現状、障害者や高齢者に対する差別・偏見がみられる。まず、基本的人権を理解し、守

ることで、理解の輪が広がる。さらに、専門家を含めて地域にネットワークが形成され、

サービスにつながる。これらを「地域福祉の理解とネットワーク」としてまとめた。 

・行政については、地域の相談窓口や関係機関など現在不備がある点を見直したい。地域

でのまとまりを向上させるための組織の見直しなど、個人では取り組みにくい点を行政

には取り組んでほしい。 

・また、市民、事業体、行政が一体的に活動できるような推進制度も必要である。 

【質 疑】 

○委員 

・「障害者」を「障がい者」と記載する例も増えているようだが、どのような使い分けが行

われているのか。 

○委員 

・もともとは「碍」という漢字を使用した。「障害者」だと害のある人と受け取られる可能

性があるため好ましくないとして、「障がい者」という記載がする例が増えている。 

 

２． その他 

－次回以降の討議の進め方について、コーディネーターから説明した。 

○坂本コーディネーター 

・次回は、本日の課題をより深めるとともに、行政が行うべきことと、区民自らできるこ

とに分けて、課題解決のアイデアについて検討していきたい。 

（以上） 
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ＩＴの活用
地域の情報が
手に入る！

世代を越えた窓口

相談員のフォロー
アップ（スーパー
バイザー）

ホームページ →
ブログetc …
メール

情報の周知方法が
ない（情報難民が
いる）

総合相談窓口の
ホームページ作成

地域の中でつなが
りをもつ
（ネットワーク）

町会枠をこえる
つながり
ネットワーク

専門相談のところ
につなぐ、又は
本人が相談する

地域の人材育成 専門知識人材

福祉の専門的知識
のある人材
（リーダー的な）

人材（相談を
受ける）が少ない

専門相談が必要

ボランティアを調整
するところがない

総合のところで
話の内容整理し
振りわけする

人材
相談受けることの
できる人の配置

相談受付時間の拡大
（日中以外にも）

ホームページ上での
情報交換、相互相談
できる場を作る

ボランティア提供者、
受給者とも登録制、
会員制に

３６５日２４時間
受け付ける所がない

運営する人
平等（誰でも参加できる）

２４時間、土曜、
日曜、祝日の人材

なんでも相談
総合相談窓口
をまず１ヶ所作る

民間との協働が
できるかどうか

行政の委託
ではなく協働

財政がない場所の問題
（駅から近く？）
（それとも？）

気軽に立ち寄れる
身近な場所

場所の確保

いろんなスタイル
の場所を作る

空き教室
空き店舗
私塾の昼間

課題
・いつでも相談を受け
られる体制
・人材育成
・それぞれのグループ
のネットワークを

町内会、自治会、
学校PTA育成、
地区区民館、
老人会etc
の活用

行政行政

民間企業の
協賛をつのる

安定した運営
を行うため財
政のうらづけ
（人、場所
etc確保のた

め）

運営資金運営資金

場所場所

“地域の総合相談窓口”
体制体制

時間時間人材人材

ネットワークネットワーク

情報情報

ＩＴ活用ＩＴ活用

ネーミング
・ねりまホットステーション
・みんなのかけこみ寺
・なんでも相談センター

第３回健康福祉分野分科会
グループ討議結果

伊部美佐子、岩月裕美子、岩村美妙、大垣喜久江、金子禎子、
河本道雄、中島加代子
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在宅児支援

赤ちゃんのいる1～2ヶ月
の母の孤立予防

すてきな区民
のみなさん！

在宅児の居場所
ぴよぴよ、にこにこ

地域概念をかえる

保育
質が高い学童保育

ネットをつかった情報

既存のリソース
（モノ、人、場所）
を活かすアイデアを！

→子育て関連
情報メールを！
ケイタイで！！

安全安心メール小中学生の子育て

ご飯をつくってまってる
家はどのくらい？

→いろいろな
検討必要

中学生の居場所

ネット社会対応

夜に子供が家の
外にいる状況！？

児童館夜開放多様性のある
乳幼児の保育

・選べる
・柔軟性

アクセスしやすいもの

学校を
行きたい学校に！

学校区と地域を
合致してほしい

医療費

公と民の役割分担
（保育所）

数も質を維持！待機はある

子育てする人が引っ越してきたい街・引越したくない街

or

今あるモノを生かす！

マイナス現状

プラスを評価する！
秋元和子、片岡豊子、黒田雛子、戸田了達、林真未、

三浦亜紀、宮下智行

第３回健康福祉分野分科会
グループ討議結果

アセットマッピング

プラスに！

子育てしやすい区子育てしやすい区
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小規模多機能型居宅介護
グループホームの充実

高齢者、障害者が安心して住めるグルー
プホーム、グループケアホームの増設

要介護予防事業の周知

偏見の解消
各種講演会の実施
社会啓発

要介護になる前の
元気な方々がより
健康を保てる様に
フィットネスなど
ウェルネスの充実

配食サービス
受診介助
安否確認の在宅訪問

身近な病気の理解
うつ病、統合失調症

市民、事業体、行政
が一体的に活動出来
る推進制度創設

相談窓口の整理
関係機関の充実

自立生活支援事業

利用したいものを
素早く見つけられ
るような整備
HPや冊子

NPOの活用
存在している
ものをまとめて、
区民の窓口

ニーズを満たすた
めの役立つ、快適
な備品
車イス、手すり、
鏡、家

休日、急患診療
時間の準夜間延
長（歯科）

地域福祉向上の
為の組織見直し

24時間対応できる
体制作り（電話相談、
夜間、休日対応）

（在宅）医療機関の
ネットワーク作り 市民と専門家に

よる共同推進

緊急通報の
システムの充実

小学校単位で
町の人々が集う会を！！
（体操、ゲームなどに遊び、
地域の人と仲良くなる）

公共施設の有効活用

NPO法人の
設立助成

障害者や高齢者の
コミュニティーの
閉鎖的な環境の打破

認知症予防事業
の充実、啓発

心障者及び在宅要介護
高齢者歯科診療事業対
象者への周知

専門病院が区内にない。

社会的入院の
方々の退院促進を
支援する（精神）

法律法律

制度制度

行政行政

地域の人と関わり支え合いながら
高齢者、障害者の方が明るく暮らすこと

理解理解

ネットワークネットワーク

ボランティアボランティア

サービスサービス

医療医療

施設施設

木村 昭彦、齋藤 洋、酒井 政子、本橋 隆、
本橋 恵、森下 叔彦

事業体事業体

第３回健康福祉分野分科会
グループ討議結果

成年後見

健康・医療の充実健康・医療の充実 地域福祉の理解とネットワーク地域福祉の理解とネットワーク

 


